
ず
れ
ば
内
謹
の
深
勝
争
る
事
を
頴
す
も
の
畠
。
而
し
て
今

相
承
、
付
掘
明
、
を
論
ず
る
に
於
℃
は
、
彼
の
印
度
出
現
垂
漣

・
管
轄
迦
牟
尼
悌
を
根
懐
ご
す
る
に
は
非
ず
し
て
久
遠
本
備

を
以
て
す
。
書
量
品
仁
一
再
〈
「
皆
謂
今
蒋
迦
牟
尼
悌
出
四
伴

氏
宮
去
伽
耶
城
不
遠
坐
於
道
場
得
阿
辱
多
羅
三
貌
三
菩
提

云
々
』
又
云
く
設
我
小
出
家
得
阿
一
辱
多
羅
三
貌
三
菩
提
然

我
質
成
悌
己
来
久
遠
若
斯
但
以
方
便
数
化
衆
生
令
入
部
遺

作
是
設
』
f
」
設
一
不
し
、
彼
の
印
度
出
現
の
悌
は
、
君
謹
一
不

現
仁
し
て
其
の
賓
は
五
百
塵
貼
久
還
の
本
悌
争
る
こ
と
を

頴
一
不
せ
ら
れ
た
り
。
き
れ
ば
付
蝿
相
承
も
そ
れ
が
如
〈
な

ら
ぎ
る
べ
か
ら
歩
。
然
り
ど
雄
も
語
化
の
付
蝿
は
開
頴
後

に
あ
る
も
所
付
の
法
躍
は
全
〈
顕
本
己
前
の
迩
門
に
同
じ

〈
益
し
て
、
此
の
法
本
ご
像
法
の
時
宜
に
遁
ひ
嘗
時
の
群
類

を
救
済
し
て
本
化
所
付
は
書
量
文
底
の
大
事
本
門
肝
心
に

乙
て
末
法
に
於
て
閤
浮
に
康
布
せ
ん
乙
ご
を
一
不
当
れ
、
末

法
の
衆
生
救
済
の
矯
め
に
あ
り
し
も
の
に
し
て
、
而
し

τ

付
堀
相
承
た
る
や
宗
旨
の
生
命
を
持
績
せ
し
む
ぺ
き
の
大

綱
を
な
す
も
の
品
。
妙
宗
の
皐
人
之
を
精
究
せ
今
ん
ば
本

偽
の
本
懐
を
知
ら
ず
、
故
に
五
口
人
は
不
宵
を
顧
み
ず
本
化

の
末
流
ぎ
し
て
相
承
さ
付
蝿
ご
の
関
係
を
論
ず
る
所
以
也

本
論
じ
至
ち
て
付
婦
の
意
義
を
明
し
、
備
総
別
の
起
壷

並
仁
本
化
越
化
の
弘
通
の
賦
態
を
明
に
し
、
究
じ
相
承
の

意
義
を
明
し
、
而
し
て
本
化
遼
化
二
様
相
承
の
形
態
を
明

し
、
更
仁
進
ん
で
は
相
承
と
付
蝿
ご
の
交
渉
を
遁
ぺ
以
つ

τ某
の
根
擦
を
取
捨
し
、
最
後
に
吾
相
承
付
嘱
仁
於
け
る

私
見
を
述
ぺ
て
以
っ
て
結
論
ご
す
る
畠

2
v〈）

秘－

畠

革
本

第

ヱ

章

第

一

項

第

二

項

第

三

項
4

敬

ロ

誠

第

論
山

岡

義

哲

出
一
山

論
本

門

本

曾

本

曾

名

義

目

毘

茶

羅

相

本

堂

本

体

門

本

骨

骨

円

本

尊
k孟a
日

論
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第

三

章

第

一

項

第

二

項

第

四

章

第

一

項

第

二

項

第

五

章

第

一

項

第

章

本

門

題

目

五

宇

内

容

五

字

名

義

本

門

戒

棺

戒

槙
戒

法

結

論本
性
ト
五
円
人
ノ
闘
係

出
京
国
日
仏
棚

余
今
浅
見
を
も
厭
は
ず
し
て
諸
書
仁
依
ら
宗
国
日
に
つ
い

て
諭
壱
ん
ざ
す
。

宗
旨
ど
は
一
宗
の
蹄
趨
す
る
所
仁
し
て
、
即
本
骨
、
題

円
、
戒
檀
の
三
秘
是
な
り
。
先
づ
始
め
仁
三
秘
の
体
は
如

何
な
る
者
な
る
か
を
排
守
ば
、
即
本
曾
は
妙
定
を
も
っ
て

体
ご
な
し
、
題
目
は
妙
恵
を
以
て
体
ご
な
し
、
戒
檀
は
妙

戒
を
以
て
体
ご
争
す
。
而
し
て
定
ご
は
決
定
を
以
て
義
芯

な
す
。
『
御
義
』
に

H
く
、
本
曾
ご
は
法
華
経
の
行
者
の
一

身
の
嘗
体
争
り
云
々
ご
む
如
斯
本
門
の
本
隼
は
行
者
の
即

成
を
決
定
せ
し
む
る
も
の
仁
し
て
、
是
れ
を
本
門
事
の
固

定
ご
奇
す
ぺ
き
守
b
o
経
仁
日
く
『
於
我
減
度
後
臆
受
持

此
数
是
人
於
備
選
決
定
無
有
疑
云
々
』
ご
、
此
の
文
固
定
の

出
擦
に
あ
ら
予
や
。

恵
と
は
智
恵

ω義
に
し
て
、
『
御
義
』
に
・
智
恵
ご
は
一
心

の
三
智
な
り
o
乃
至
三
智
の
体
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
也
、
今

日
運
等
の
類
南
無
妙
法
蓮
華
経
ご
唱
へ
奉
る
を
智
恵
さ
は

云
ふ
な
り
口
一
五
々
又
臼
〈
三
世
の
諸
備
の
智
恵
を
一
返
の
題

目
仁
受
持
す
る
是
は
慧
な
り
云
h

依
℃
諸
悌
の
智
恵
は
即

も
題
目
争
る
事
明
か
守
h
y
o
是
を
本
門
事
の
困
惑
ご
な
す
。

戒
ご
は
防
非
止
悪
の
義
に
し

τ、
『
御
義
」
に
日
〈
、
擢

教
は
無
得
道
、
法
華
経
は
異
質
ご
修
行
す
る
是
は
戒
な
り
。

云
々
妙
法
の
功
力
よ
く
三
道
を
縛
じ
て
即
三
徳
吉
守
す
る

b
o
非
の
防
く
ぺ

3
歩
く
、
悪
も
亦
止
む
ぺ
き
な
く
、
ロ
ハ

E
直
に
方
便
を
捨
て
L
且
つ
信
じ
持
つ
を
本
門
事
の
固
戒

ご
名
〈
D

経
じ
臼
〈
、
若
暫
持
者
、
我
即
歓
喜
、
諸
悌
亦

然
、
如
是
之
人
、
諸
悌
所
歎
、
是
則
勇
猛
、
是
則
精
進
、

是
名
持
戒
云
骨
ご
。
以
上
三
事
三
秘
を
略
越
す
ご
雄
も
、

題
目
と
は
捲
傍
の
異
り
あ
る
の
み
に
し
て
、
即
題
目
論
居
間
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ぶ
れ
ば
三
秘
ご
守
b
Jニ
秘
を
捧
げ
ば
題
目
ご
な
る
争
h
y
o

三
秘
の
出
擦
を
経
文
に
求
む
れ
ば
正
し
く
毒
量
品
の
然
我

質
成
備
己
来
の
文
じ
よ
り
、
本
管
抄
に
は
此
の
文
を
引
き

具
に
本
管
ご
題
目
と
を
示
せ
り
。

第

二

章

本
門
の
本
愈

A
1
本
曾
に
付
い
℃
略
通
せ
ん
氏
、
本
賞
ご
は
行
者
信
仰

の
劃
象
一
宗
の
大
事
比
し
て
、
是
れ
を
知
ら
ず
ん
ば
其
蹄

依
所
を
失
ひ
宗
旨
仁
迷
ふ
、
依
て
今
略
し
て
左
の
三
項
V
」

な
し
て
諭
守
ん
。

一
三
本
牲
ノ
名
義
ヲ
枇
mv

二
三
其
J

相
ヲ
論
F

三
ュ
ハ
明
本
管
本
体

第

一

項

排

本

管

名

義

名
義
を
府
守
に
今
主
客
両
軍
を
立
て
、
始
め
に
客
観
仁

約
し
て
論
じ
、
次
じ
主
般
に
約
し
℃
論
守
ん
と
欲
す
、
先

づ
客
観
仁
約
す
れ
ば
一
に
は
本
持
ど
は
根
本
命
崇
の
義
じ

し
て
、
行
者
是
れ
を
修
行
の
根
本
と
し
、
所
体
と
し
て
最

も
品
刊
誌
川
す
る
故
に
本
管
ど
す
ご
云
ム
。
我
山
町
－
山
す
る
所
の
三

賓
多
し
ご
雌
も
共
中
仁
根
本
ご
す
る
所
中
F
b故
仁
根
本
掌

崇
の
義
ご
争
す
。

こ
に
は
本
来
隼
重
の
義
ご
杏
す
。
今
の
本
管
ご
せ
ら
る

、
泊
所
の
も
の
は
無
始
よ
b
法
爾
ご
し
て
天
然
最
勝
の
曾
重

の
法
な
る
が
故
仁
本
来
年
重
の
義
ご
な
す
。

三
に
は
本
有
持
形
の
義
守
り
、
長
茶
羅
の
全
体
是
れ
久

還
の
吟
形
争
旬
。
又
一
今
の
詩
算
本
時
以
来
常
住
の
骨
形

な
り
、
故
仁
木
ー
有
骨
形
の
義
さ
争
す
。
次
代
長
菜
羅
ご
は

一
に
は
諸
偽
集
ど
云
ひ
本
法
の
諾
悌
三
身
の
体
用
一
所
仁

集
在
す
る
が
故
あ
り
。
二
に
は
功
徳
集
と
云
ひ
て
本
悌
所

有
の
一
一
切
の
回
行
果
徳
集
曾
し
て
一
所
に
存
す
る
が
故
な

b
o
三
仁
は
津
檀
ご
云
ひ
、
諸
の
三
賀
諸
天
骨
骨
普
く
勤
請

し

τ、
一
所
に
安
置
す
る
清
浮
の
…
阻
害
一
守
る
が
故
争
り
。

四
じ
は
輸
図
具
足
十
界
三
千
の
諾
の
妙
法
闘
満
具
足
し
て

一
所
に
存
在
す
る
が
故
に
云
ふ
争
り
。
以
上
客
観
的
に
名

義
を
耕
ず
る
事
斯
の
如
し
。

主
観
的
に
名
義
を
明
当
ば
、
本
符
は
是
れ
行
者
自
身
の

常
体
満
行
満
徳
の
根
本
に
し
て
、
無
作
三
身
の
長
体
妙
訟

蓮
華
の
妙
力
争
る
事
を
開
示
せ
し
む
る
軌
鏡
中
か
れ
ば
、
根
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本
持
崇
の
義
を
有
す
、
叉
本
作
は
行
者
一
色
心
の
嘗
体
十

方
仁
融
通
し
、
三
世
仁
両
編
し
℃
融
妙
国
揃
の
法
体
に
し

て
、
本
来
得
重
な
る
事
を
開
示
せ
酒
し
む
る
軌
鏡
な
れ
ば
、

本
来
性
重
の
義
を
有
す
、
亦
本
符
は
行
者
の
嘗
体
悉
〈
是

れ
久
遠
の
四
大
本
時
の
六
曲
胞
の
所
成
な
れ
ば
、
一
体
閤
融

’
し
て
本
宥
の
等
形
争
る
事
を
開
示
せ
し
む
る
軌
鏡
争
L
リ
0

故
に
本
有
曾
形
の
義
を
有
す
、
次
に
日
目
高
茶
羅
は
行
者
自
身

全
く
久
成
の
偽
体
に
し
て
十
方
三
世
の
諸
侍
某
体
内
に
来

集
せ
し
む
る
事
を
顕
す
者
守
れ
ば
、
是
れ
を
話
悌
集
ご
一
五

ふ
。
叉
長
茶
維
は
行
者
妙
法
蓮
華
料
を
受
持
す
る
時
本
偽

所
有
の
回
行
呆
徳
の
一
利
那
中
に
集
束
し
て
、
編
怯
界
の

功
徳
を
顕
現
せ
し
む
る
者
奇
れ
ば
是
れ
を
功
徳
的
提
ご
云
ふ

又
長
茶
羅
は
行
者
所
住
の
嘗
所
浮
妙
な
る
不
思
儀
境
に
し

て
三
千
の
嘉
蔵
無
壷
仁
縁
起
す
る
賓
栂
守
る
事
を
顕
す
者

な
れ
ば
是
れ
を
浮
棋
ご
云
ふ
。
叉
日
史
茶
羅
は
行
者
の
一
色

心
仁
天
地
法
界
の
高
法
を
揖
壷
・
し
て
互
じ
国
満
具
足
せ
る

事
を
穎
す
者
＋
守
れ
ば
是
れ
を
輪
国
具
足
と
云
ふ
守
h
リ
0

第

二

項

長

茶

羅

の

相

呈
茶
羅
の
相
を
蹄
ず
る
に
分
て
ム
ハ
ご
な
す
。

一
に
は
法

界
自
爾
ノ
日
盟
茶
羅
な
り
、
森
羅
万
象
此
の
中
じ
周
師
し
行
住

座
臥
す
ご
観
す
る
時
は
法
界
は
一
の
大
量
茶
羅
ご
な
る
。

此
れ
を
一
憾
の
紙
上
に
寓
し
た
る
道
場
嘉
蔵
の
長
茶
羅
な

b
o
こ
に
は
霊
山
顕
現
の
長
茶
羅
な
り
、
蒋
管
法
華
を
説

き
給
ふ
時
、
賓
塔
虚
空
に
現
し
、
稗
迦
多
賀
塔
中
に
並
坐

し
比
丘
等
の
四
衆
並
仁
天
龍
等
の
入
部
に
到
る
ま
で
悉
〈

書
量
の
偽
慧
を
信
解
し
、
一
繭
智
闘
満
の
儀
式
を
整
へ
た
る

大
曾
を
見
る
、
此
の
虚
空
曾
上
頴
現
の
形
相
を
一
紙
上
仁

寓
し
た
る
本
曾
中
か
り
。
三
仁
は
道
場
荘
厳
の
呈
茶
羅
な
り
、

是
れ
邸
も
備
減
袋
二
千
二
百
二
十
鈴
年
間
未
曾
有
の
大
量

茶
羅
に
し
℃
一
紙
上
仁
十
界
常
住
の
形
相
を
示
顕
す
、
此

れ
顕
に
は
鹿
空
曾
上
の
儀
相
冥
に
は
法
界
自
爾
の
形
容
を

示
乙
、
正
し
〈
は
行
者
観
心
の
信
解
を
接
揚
す
る
末
代
嘗

機
の
大
軌
範
な
り
o
四
に
は
行
者
心
具
の
長
茶
羅
な
り
。

行
者
の
一
心
中
に
十
界
三
千
の
諸
法
を
具
足
す
る
が
故
仁

行
者
の
一
心
宛
然
ご
し
て
是
れ
憂
茶
羅
の
真
相
ど
守
る
Q

之
を
行
者
心
具
の
憂
茶
羅
ご
云
ふ
、
五
に
は
念
L
q

縁
起
の

憂
茶
羅
な
り
行
者
念
ム
ザ
の
起
心
に
三
千
合
融
乙
て
起
る
下

思
議
の
法
を
当
し
て
念
々
縁
起
の
長
羅
茶
ご
争
す
。
六
仁
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は
依
正
各
具
の
長
茶
羅
な

b
o
依
正
互
仁
他
を
具
足
し
て

一
一
利
子
中
に
諸
の
技
葉
花
果
を
具
足
す
る
が
如
、
3
不
思
議

の
法
－
な
る
を
依
正
各
具
の
長
茶
羅
芝
云
ふ
な
り
、
行
者
一

度
長
茶
羅
を
瞳
拝
す
る
時
は
、
一
念
の
嘗
初
能
く
是
等
六

析
の
長
茶
羅
を
供
養
す
る
事
を
得
る
な
り
。
ハ
以
ド
次
披
）

興
師
身
延
離
山
に
付
て

望

本

啓

月

古
来
典
師
身
延
離
山
仁
付
て
諸
多
の
設
あ
り
ご
雌
も
、

其
れ
等
は
皆
く
置
さ
、
或
振
の
師
披
木
井
訟
の
誘
法
な
る

が
故
争
ち
ど
一
五
ふ
も
の
仁
卦

ι、
少
し
く
自
己
の
信
ず
る

所
を
述
ぺ
む
さ
す
。

締
書
に
日
〈
『
同
十
七
日
波
木
弁
の
郷
へ
着
主
ぬ
波
木

井
殿
仁
封
面
せ
”
し
か
ば
大

ν
に
悦
び
今
生
は
賢
長
身
の
及

ば
ん
程
は
み
つ
ぎ
奉
る
ぺ
し
後
生
を
ば
上
人
助
け
給
ヘ
ピ

契
り
し
事
は
只
事
と
も
貸
へ
守
偏
へ
に
慈
父
悲
母
の
披
木

弁
殿
の
身
じ
入
・
り
か
は
ち
日
蓮
を
哀
み
給
ふ
か
』
ご
。
技

木
弁
殿
い
か
で
此
の
誓
一
を
破
・
り
給
ム
ペ
き
、
又
臼
〈
『
次

郎
殿
等
の
御
後
遺
親
の
仰
せ
さ
申
し
我
が
心
に
入
れ
て
主

は
し
ま
す
事
な
れ
ば
乃
至
一
人
も
疎
略
の
義
杏
し
』
依
て
如

ん
ぬ
、
親
子
必
に
入
れ
℃
御
供
養
申
せ
し
事
を
。
若
し
更

に
之
れ
を
疑
ふ
者
は
須
く
我
執
を
拾
て
、
考
ふ
ぺ
し
、
宗

祖
其
の
始
め
御
座
所
御
選
定
仁
嘗
り
、
諸
方
有
力
争
る
信

徒
の
招
待
に
も
総
じ
給
は
ず
、
特
仁
此
の
地
合
撰
み
給
ひ

し
事
を
。
若
し
波
木
井
訟
の
諮
法
は
積
年
な
る
が
故
仁
ご

云
は
立
、
末
法
唱
導
師
本
化
上
行
主
日
薩
ど
し
て
九
ヶ
年
の

長

3
間
期
〈
の
如
き
大
事
を
知
ら
す
す
し
て
過
し
た
ム
リ
ご
云

ふ
か
、
強
い
て
之
引
い
を
一
五
は
立
葉
古
諌
言
も
妄
語
ご
な
る

べ
し
。
一
丈
の
掘
を
越
へ
ざ
る
者
二
丈
三
丈
の
掘
を
超
ゆ

べ
か
ら
ぎ
る
が
故
な
り
。
見
ょ
‘
波
木
弁
殿
御
書
じ
は
、

「
此
人
は
無
謹
行
菩
薩
の
再
誕
に
て
や
主
は
す
ら
ん
』
と

叉
『
此
の
山
は
天
佐
一
の
霊
山
日
域
の
比
枝
山
仁
も
勝
れ
た

り
』
ど
遊
ば
さ
れ
た
る
を
。
無
遁
行
菩
薩
何
ザ
誘
法
を
争

3
れ
ん
や
D

地
頭
若
乙
訪
法
奇
ら
ば
何
手
勝
れ
た
ら
と
宣

せ
給
ふ
や
口
又
御
書
仁
臼
く
『
霊
山
の
教
主
将
迦
賓
滞
世

界
の
多
資
如
来
十
方
分
身
の
諸
備
本
化
の
太
士
法
化
の
菩

隆
光
耕
一
龍
一
柳
十
羅
剥
女
も
定
め
て
此
の
瑚
り
仁
御
肱
す
ら

(31) 


